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計
画
策
定
の
支
援
、
集
落
連

携
１
０
０
㌶
農
場
づ
く
り
や

農
村
Ｒ
Ｍ
Ｏ
創
設
に
よ
る
地

域
活
性
化
の
支
援
、
次
世
代

を
担
う
若
手
農
業
者
組
織
の

育
成
、
有
害
鳥
獣
の
駆
除
体

制
の
拡
充
、
異
常
気
象
や
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
対
応
で
き
る
災
害
対
策
予

備
費
の
創
設
な
ど
を
求
め

た
。西

脇
知
事
は
｢

現
場
で
取

り
組
む
地
域
計
画
策
定
の
支

援
、
集
落
連
携
１
０
０
㌶
農

場
づ
く
り
事
業
の
延
長
、
総

合
的
な
農
村
活
性
化
対
策
な

ど
に
努
め
た
い
」
と
応
じ
、

提
案
を
施
策
に
活
か
す
考
え

を
示
し
た
。

住
に
繋つ

な

げ
る
取
り
組
み
の
支

援
⑤
高
度
な
技
術
と
経
営
力

を
持
つ
農
業
人
材
育
成
の
支

援
⑥
京
都
府
に
適
し
た
ス
マ

ー
ト
農
業
や
有
機
農
業
の
支

援
⑦
農
業
所
得
向
上
の
た
め

の
輸
出
拡
大
や
未
利
用
Ｂ
級

品
の
一
時
加
工
な
ど
の
支
援

を
要
望
し
た
。

加
え
て
、
巨
椋
池
な
ど
出

入
作
が
多
い
地
域
で
の
地
域

提
案
の
重
点
項
目
で
は
、

①
現
況
・
目
標
地
図
の
作
成

か
ら
地
域
計
画
の
策
定
・
実

現
ま
で
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
支
援

②
農
地
中
間
管
理
事
業
の
円

滑
な
推
進
の
支
援
③
農
業
委

員
会
の
農
地
利
用
最
適
化
活

動
の
強
化
に
対
す
る
支
援
④

農
村
関
係
人
口
の
増
加
を
移

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

ま
た
地
元
の｢

馬
路
町
農

作
業
受
託
組
合｣

で
は
オ
ペ

レ
ー
タ
ー
と
し
て
麦
や
小
豆

の
収
穫
を
大
型
コ
ン
バ
イ
ン

で
行
う
な
ど
、
地
域
の
担
い

手
と
な
っ
て
い
る
。

（
亀
岡
市
農
業
委
員
会
）

亀
岡
市
馬
路
町
で
え
び
い

も
を
栽
培
す
る
山
口
款か

ん

さ
ん

（
48
）
。
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
仕

事
を
し
て
い
た
が
、
以
前
よ

り
農
業
に
関
心
が
あ
っ
た
こ

と
か
ら
、
新
規
就
農
し
た
。

亀
岡
え
び
い
も
部
会
長
の
関

洋ひ
ろ
しさ

ん
に
４
年
前
か
ら
栽
培

方
法
を
教
わ
り
、
現
在
は
56

㌃
で
え
び
い
も
約
３
２
０
０

株
、
他
に
も
水
稲
、
黒
豆
な

ど
を
栽
培
し
て
い
る
。

山
口
さ
ん
が
作
る
え
び
い

も
の
魅
力
は
何
と
い
っ
て
も

そ
の
大
き
さ
だ
。
片
手
に
は

収
ま
ら
な
い
サ
イ
ズ
と
ず
っ

し
り
と
し
た
重
み
が
あ
る
。

初
め
は
収
量
も
少
な
く
、

形
も
不
ぞ
ろ
い
だ
っ
た
が
、

土
づ
く
り
や
土
入
れ
の
タ
イ

ミ
ン
グ
な
ど
試
行
錯
誤
を
重

ね
る
こ
と
で
、
収
量
は
増
え

形
も
良
い
え
び
い
も
を
栽
培

会
議
」
で
集
計
表
を
配
布

し
、
今
後
の
改
善
点
や
委
員

活
動
の
強
化
方
向
に
つ
い
て

意
見
交
換
を
行
っ
た
。

同
町
で
は
、
全
国
共
通
の

取
り
組
み
方
針
に
基
づ
き
、

農
地
利
用
最
適
化
の
起
点
と

な
る
「
農
地
の
見
回
り
」
や

「
農
家
（
出
し
手
・
受
け

手
）
の
意
向
把
握
」
な
ど
の

活
動
記
録
が
習
慣
化
し
、

「
京
力
農
場
プ
ラ
ン
（
人
・

農
地
プ
ラ
ン
）
」
で
守
る
農

地
の
話
し
合
い
、
農
地
貸
借

の
調
整
、
新
規
就
農
者
の
相

談
対
応
な
ど
、
多
彩
な
委
員

会
活
動
の
「
見
え
る
化
」
に

つ
な
が
っ
て
い
る
。

「
簡
単
に
活
動
記
録
の
項

目
と
活
動
内
容
が
書
け
る
表

が
欲
し
い
」
と
い
う
委
員
の

意
見
か
ら
、
９
月
に
は
事
務

局
で｢

早
見
表(

ラ
ミ
ネ
ー
ト

版)｣

を
作
成
し
、
全
委
員
に

配
布
し
た
｢

一
目
見
た
だ
け

で
素
早
く
書
け
る
」
と
好
評

で
、
軽
ト
ラ
ッ
ク
の
車
内
や

冷
蔵
庫
に
マ
グ
ネ
ッ
ト
で
貼

っ
て
活
用
さ
れ
て
い
る
。

で
委
員
が
日
常
活
動
を
記
録

す
る
取
り
組
み
が
ス
タ
ー
ト

し
て
半
年
が
経
過
し
、
各
市

町
村
で
上
半
期
の
取
り
ま
と

め
が
進
ん
で
い
る
。

京
丹
波
町
農
業
委
員
会
で

は
、
委
員
41
人
が
４
～
９
月

に
月
平
均
４
６
９
枚
（
毎
月

11
日
超
）
の
活
動
記
録
を
提

出
。
毎
月
７
日
の
目
標
を
大

幅
に
超
過
達
成
し
、
上
半
期

全
体
で
２
８
１
３
日
分
の
活

動
記
録
を
地
区
別
・
個
人
別

集
計
表
に
取
り
ま
と
め
た
。

11
月
７
日
、
定
例
総
会
後

の
「
農
地
利
用
最
適
化
推
進

人
・
農
地
関
連
施
策
の
見

直
し
と
農
水
省
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
の
発
出
を
受
け
て
、
本
年

度
か
ら
全
国
の
農
業
委
員
会

た
後
、
当
日
の
商
談
に
臨

み
、
新
た
な
販
路
開
拓
に
つ

な
が
っ
た
。

た
。
初
参
加
の
生
産
者
も
、

模
擬
商
談
会
に
参
加
し
て
専

門
家
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け

ー
な
ど
の
販
売
業
者
65
社
）

が
参
加
し
、
当
日
の
商
談
数

（
３
４
６
件
）
、
商
談
の
成

立
見
込
み
数
と
継
続
案
件
数

の
計
（
２
７
６
件
）
は
、
い

ず
れ
も
過
去
最
多
を
記
録
し

た
。商

談
会
は
、
生
産
者
の
商

品
情
報
を
販
売
業
者
に
事
前

提
供
し
、
売
り
手
と
買
い
手

を
マ
ッ
チ
ン
グ
し
て
行
っ

京
都
府
と
府
農
業
会
議

は
、
府
内
の
農
業
生
産
者
な

ど
の
販
路
開
拓
を
支
援
す
る

た
め
、
先
月
27
日
、
「
京
都

農
業
ビ
ジ
ネ
ス
商
談
会
２
０

２
２
」
を
開
催
。
過
去
最
多

の
売
り
手
（
66
事
業
者
）
と

買
い
手
（
百
貨
店
や
ス
ー
パ

散
の
心
配
が
な
い
無
農
薬
栽

培
に
適
し
た
畑
な
の
で
、
で

き
れ
ば
意
欲
的
な
若
い
人
に

借
り
て
ほ
し
い
。

そ
こ
で
、
地
域
お
こ
し
協

力
隊
で
和
束
町
に
移
住
し
、

茶
農
家
と
し
て
新
規
就
農
を

め
ざ
す
30
歳
の
男
性
を
紹
介

し
て
、
今
月
、
利
用
権
設
定

が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

初
め
て
農
業
委
員
ら
し
い

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

わ
が
家
に
も
40
㌃
の
茶
畑

が
あ
り
ま
す
。
父
の
死
後
、

私
が
引
き
継
ぎ
、
兄
と
夫
と

母
の
協
力
が
あ
っ
て
何
と
か

続
け
て
い
る
け
れ
ど
、
そ
の

次
は
…
。

娘
に
は
自
由
に
生
き
て
ほ

し
い
。
世
の
親
御
さ
ん
た
ち

み
ん
な
が
思
っ
て
き
た
こ
と

を
、
や
は
り
私
も
思
う
の
で

し
た
。

（
和
束
町
農
業
委
員
会
・

中
尾
惠
美
委
員
）

を
探
さ
れ
ま
す
が
、
あ
る

日
、
近
所
の
方
か
ら
相
談
を

受
け
ま
し
た
。

周
り
か
ら
農
薬
な
ど
の
飛

和
束
町
で
も
高
齢
化
な
ど

で
耕
作
を
や
め
る
茶
畑
が
増

え
て
い
ま
す
。
大
抵
は
親
戚

筋
な
ど
の
繋つ

な

が
り
で
借
り
手

｢

ち
ょ
う
ど
い
い
農
村｣

で
田
舎
暮
ら
し
を
満
喫

木津川市 塩田伸
し ん

次
じ

さん

車
で
10
分
圏
内
に
駅
や
ス
ー
パ

ー
が
あ
り
、
自
然
豊
か
な
環
境
で

子
育
て
で
き
る
加
茂
町
西に

し

小お

集
落

に
、
今
年
６
月
、
大
阪
か
ら
家
族

４
人
で
移
住
し
た
塩
田
伸
次
さ
ん

（
38
）
は
、
自
営
業
を
営
み
な
が

ら
、
自
家
用
の
野
菜
や
米
を
無
農

薬
で
栽
培
し
て
い
る
。

米
作
り
は
、
集
落
内
の
方
に
教

わ
り
な
が
ら
手
植
え
、
手
刈
り
、

稲
架
掛
け
乾
燥
に
挑
戦
し
た
。
し

っ
か
り
集
落
に
溶
け
込
み
、
田
舎

暮
ら
し
を
満
喫
し
て
い

る
。「

集
落
の
農
地
を
守

れ
る
よ
う
に
営
農
技
術

を
磨
く
と
と
も
に
、
農

業
体
験
で
き
る
場
を
提

供
で
き
る
よ
う
に
な
り

た
い
」
と
目
標
を
語

る
。今

後
も
、
塩
田
さ
ん

一
家
の
よ
う
な
若
い
移

住
者
が
増
え
る
こ
と
を

期
待
し
た
い
。

（
木
津
川
市
農
業
委

員
会
）

家
族
で
稲
刈
り
を
す
る

塩
田
さ
ん
一
家

京
都
府
農
業
会
議
は
、
農
業
法
人
の
設
立
を
検

討
し
て
い
る
農
業
者
を
対
象
に
「
農
業
法
人
設
立

講
座
」
の
受
講
生
を
募
集
し
て
い
る
。

本
年
度
は
、
集
落
営
農
の
関
係
者
を
対
象
に

「
集
落
型
法
人
の
設
立
前
に
必
要
な
整
理
と
仕
組

み
づ
く
り
」
の
講
座
を
新
設
。
12
～
１
月
ま
で
全

３
回
で
法
人
の
設
立
手
続
き
、
税
務
・
会
計
、
雇

用
・
労
務
管
理
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。

参
加
費
は
無
料
。
詳
細
は
、
府
農
業
会
議
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ま
た
は
☎
０
７
５
・
４
１
７
・
６

８
４
７
ま
で
。

法
人
設
立
講
座

受
講
者
募
集

集落営農対象を新設

茶
畑
の
継
承
に
つ
い
て
思
う
こ
と

えびいもの職人をめざして
亀岡市 山口款さん 3200株を大きく栽培

え
び
い
も
を
持
つ
山
口
さ
ん

府農業会議

令
和
５
年
度
農
林
施
策
を
西
脇
知
事
に
提
案

目
標
地
図
の
作
成
か
ら
地
域
計
画
の
策
定･

実
現
ま
で
支
援
を
要
望

過
去
最
多
の
生
産
者･

バ
イ
ヤ
ー
が
参
加

(

売
り
手

事
業
者
×
買
い
手

社)

販
路
開
拓
に
期
待

京
都
農
業
ビ
ジ
ネ
ス
商
談
会

４
～
９
月
の
活
動
記
録
簿

活
動
の
分
類
例
と
記
載
例
の

早
見
表

軽
ト
ラ
ッ
ク
で
早
見
表
を
愛

用
し
て
い
る
宇
野
栄
晃
委
員

父から引き継いだ茶畑で娘を抱く

中尾委員（左）と母

京
丹
波
町
農
委
会

上半期
( ４ ～ ９ 月 )

に41人が2813日
( 月 平 均 11.4 日 )

活動

全委員が活動記録を毎月提出！

京
都
府
農
業
会
議
（
栗
山
正
隆
会
長
）
は
11
月
14

日
、
「
令
和
５
年
度
（
２
０
２
３
）
京
都
府
農
林
施
策

お
よ
び
予
算
に
関
す
る
提
案
」
を
西
脇
隆
俊
知
事
に
提

出
し
た
。
来
年
度
か
ら
施
行
さ
れ
る
農
業
経
営
基
盤
強

化
促
進
法
の
改
正
な
ど
を
踏
ま
え
、
７
項
目
の
重
点
事

項
を
中
心
に
要
望
し
た
。

西脇知事（左）に提案書を渡す栗山会長

京都 １０年(令和4年)()全 国 農 業 新 聞月４回金曜日発行 定価１か月700円(年間8,400円)送料共（第３種郵便物認可）


